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　 現在，全国 の 国，県，漁協 お よ び民間の 種苗生 産 機関

で 生 産 され て い る魚類 は 36 種 （平 成 10年 ） に 及 ん で

い る。こ の うち，サ ワ ラ とハ タ ハ タを 除 く全 て の 仔魚の

ふ 化 直後の 餌料 と して ワ ム シ が 与 え られて い る。こ れ は

伊 藤 （1960 ）
1〕に よ る シ オ ミ ズ ツ ボ ワ ム シ Brachionus

Plicatilis（通 称 L 型 ワ ム シ ）の 海 水馴致 の 成 功 に 始 ま り，

生 活史，2〕生 物特 性，ワ ム シ 用 餌 料 ，3｝栄 養 強 化
4 ）

と続 く

一連 の ワ ム ン 研 究 の 成 果 で あ る。現 在 で は，ワム シ を 1

日 も絶や さず，十 分 量 を 確 保 す る こ と が 種 苗 生 産 の 初期

飼育の 必 須条件 と な っ て い る。し か し な が ら，従来 よ り

行わ れ て い た 間引 き培養や植 え 継 ぎ培養 で は 長い 種苗生

産期聞に お い て は 突如 と し て 培養不 調 に 陥 る こ と が あ

り，計画 的な 安定 牛 産 が 困 難 で あ った 。

　そ の 後，ビ タ ミン B12 を添 加 した淡水 ク ロ レ ラ が ワ ム

シ餌料 と して 導 入 さ れ て 普及 し，5〕
ワ ム シの 培養密度 と

生産の 安定性が 大幅に 向上 した。こ の 淡水ク ロ レ ラ を 最

大限 に 利用 して 増殖 の 律速条件が 解 明 さ れ て S 型 ワ ム

シ B ．rotundtfomais の 高密 度 培養 が 実 現 さ れ て い る。b 〕

一
方 で ，従 来 の 培 養法 とは 管理 の 考え 方が 異 な る 連続培

養 が 研 究 され て 装 置 化 され，高 密 度，高増殖 率に よ る集

約 的 で 安定 した培 養が 実現さ れ た 。7）

　 他方，ワ ム シ は そ れ を 与え る 仔魚の た め に 培養 し て い

る の で ，対 象魚種 に 合 わ せ て サ イズ や 培養 水 温 及 び 栄 養

価 を 自在に 制御す る こ とが 理 想 と考え られ る 。 現 在，国

内 で 種 苗 生 産 され て い る 魚 種 の 飼育 水 温 は 26〜28℃ の

キ ジ ハ タや ク ロ マ グ 冂 か ら 8〜10℃ の マ ダラ ま で 広 い

範囲 に 及 ん で い る。また ，仔魚の サ イ ズに 応 じた さ ま ざ

まな 大 き さの ワ ム ン が 望 まれ て い る 。

　 そ こ で，日本 栽 培漁 業 協会 で は，連 続培養法 を 既 存の

水 槽 に 応用 す る f 法を
一

般的 に 培養 が 困 難 とさ れ る L

型 ワ ム シで 試み，さまざまな水櫑と株 で 培養 の 可 能な粗

放連続培養を 開発 した。

　 こ こ で は 日 本 栽 培 漁 業協 会 に お け る ワ ム シ大 量 培養技

術 とこ の ワ ム シ を利用 した高密度宅 配の 現状 を紹介す る。

1）　 装置連続培養

　マ リ ノフ ォ
ー

ラ ム 21 と 凵栽 協 との 共 同研 究 に よ り ワ

ム シの 連続培養装置が 開発 され ，S 型 ワ ム シ で 密度約

5，000個体 1mL，収獲数 30億個体〆m3f 日 で 培養 ll数

100 日以 上 の 集約 的で 安定 した 培養が 叮能 とな っ た。培

養管理 の 考 え 方 は，給 餌 量 と希 釈率を 固定 して お けば ワ

ム シ 個 体 群 自体 が そ の 条 件 に応 じた密度 に 自律的 に 調整

さ れ る とい う「ケモ ス タ ッ ト 1式 で あ るの が 特徴 で あ る。

こ の 方式 で は 給餌量 の 調 整 に よ り ワ ム シ密度 と収獲数 の

調整が 口∫能 で あ る 。現 在 は L 型 ワ ム シ へ の 応 用 や 懸 濁

物除 去法 の 開 発 が 行 わ れ て い る。

2）　粗放連続培養

　1998年 に 日栽 協 能 登 勗 事 業 場 に お い て，連続 培 養 を

既 存の 水 槽 に応 用 して 粗放的 に 行う培養法が 開発 され

た。大型 （25　m
：i
） 水槽 2 面 をサ イ ホ ソ で 結んで

一
方を

培養槽，他方 を収獲槽 と し ， 培養槽 に 60％ 希釈海水 の

連続注水 と連続給餌 を行 い ， 連続的 に収獲 を行 っ た 。

　 そ の 結果，日間 増殖 率は 26℃ の 連 続 培 養 装置 の 80〜

100％ 1日 よ りや や 劣 る もの の ，従来 般 的 に 行 わ れ て

い る培養法 よ り良い 結果が得 ら れ た。こ の 方法 に よ り既

存 の 施 設 を利用 して ，密度 は 100〜500 個 体1mL と高 く

な い が ，培養 日数 は 最大 220 日 に 及 ぶ 安定 し た 培養 が

可 能 と な っ た 。ま た ，培養水 温 14 ，20 ℃ で そ れ ぞ れ 凵

問 増 殖 率 は 24〜26，43％ とな り，そ れ ぞ れ の 水 温 に 応

じた 増殖率 で 安 定 培養 が 叮能 とな った （表 1）。 餌 料 は

淡 水濃縮 ク ロ レ ラ ，ナ ン ノ ク ロ 冂 プシ ス あ る い は 濃縮凍

結 ナ ン ノ クロ ロ プシ ス の 単独使用，及 び そ れ ら とパ ン 酵

母 の 混合使用 が可 能 で あ っ た 。

3）　 間引き培養 へ の 応用

　連続 培養の 考 え方 を間 引 き培養に応 用 す る方 法 を検 討

した。1 日 1 回 の 収獲以 外の 培 養方法は 粗放連続培養 と

同様 で あ り，ケ モ ス タ ッ ト式培養 とした。こ の 改良型間

引 き培養 に お い て もさ ま ざまな水温 と餌料の 組 み 合わせ

を検 討 し，同水 槽 で 彳∫った 粗放 連 続培養 と同水 準の 増殖

率 が得 られ た （図 1）。

4） 植え 継ぎ培養へ の 応 用
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表 125cm3 水 槽に よ る L 型 ワ ム シの 粗放連続培養結果
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表 2 　L 型 ワ ム シ の高 密 度 宅配 結 果
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懸濁物 を 除去 した 後，1〜3℃ に 冷却 す る。こ れ を 濃縮

して 約 10万 個体〆mL に した ワ ム シ 溶 液 を薄 い 巒閉プ ラ

ス チ ッ ク 容器 に 約 7mm の 水深 で 収容 し，ヒ部 の 約 30
mm の 空 隙に 酸素を 入 れて 蓋 を閉 じた。こ の 状 態 の 容器

を段 ボー
ル 箱 に 重 ね て 収容 し，冷蔵宅 配 便 で発 送 す る。

　平均密度 11 万個 体1mL で 合 計 110箱，1，129 億個 体

の ワ ム シ を 宅 配 し た と こ ろ，1〜2 日 後 に 到 着 し た ワ ム

シ の 生 残数 は 903 億 個 体で あ り，生 残 率 は 80％ で あ っ

た （表 2）。こ れ を 元種 と して 培養を 行 う と，到着翌 日

か ら発 送 前 と同 等の 増殖率を 示 し た 。
6） 今 後 の ワ ム シ培養 シ ス テ ム の 可 能性

　 こ の よ う な培 養 方法 に 高密度宅配を 組み 合わ せ る と将

来的に は 以 下の よ うな シ ス テ ム の 可 能性 が あ る 。

　た とえ ば ワ ム シ セ ン タ
ー

の よ うな もの が で きれ ば，各

種 の 培養特 性 を 持 っ た 株の 選抜育種 を 行い ，閉鎖的 な 連

続 培 養装 置 に よ り数 十〜百億個体単位 で 宅配発送 し，各

地 の 栽培漁業セ ソ ター
の 元種 と した り，直接給餌す る こ

とが 叮能 とな る。

　 こ の よ うな 量的な 制御技術を普及 さ せ る と ともに ，ワ

ム シ の 活性 や 栄養価 を 含め た 質 的 な制 御技 術 の 開 発 を 行

うこ とが 今後 の 課 題 で あ る。

　 ケ モ ス タ ッ ト式管理 を植 え 継 ぎ培養 に 応 用 す る方法 を

検 討 した。水 温 26 ℃ に 加 温 し た 60％ 希釈 海水 に 数 個

体 〆mL の 密 度 で ワ ム シ を 収 容 し，初 期 は 淡 水 ク ロ レ ラ

の 餌料 密度 を約 500 万 細 胞 1mL で 維持 し，餌料密度 が

100万 細胞！mL 以 下 に 低 下 した ら，給 餌 量 を前 日 の 2

倍 に 増 や し て い く方法 で あ る。す な わ ち，ワ ム シの 計数

値 に 給餌率 を 乗 じた 給餌量 を 与・え て 管理 す る の で は な

く，給餌量 に応 じた密度 に ワ ム シ個体群 自身 が調整され

る こ とを 期 待 す る餌 料 律 速 に よ る植 え 継 ぎ培養 法 で あ

る。まだ 事例 が 少な い も の の ，L 型 ワム シ 127 万 個 体

を 収容 し た 8 目 後 に 2．32 億個体 に 増殖 した 事 例 が あ

り，この 間 の 平均増殖率 は 92％1日 で あ っ た。
5） 高密度宅配

　
一

方，こ の 高増 殖率の L 型 ワ ム シ を用 い て 冷蔵 麻酔

状態 と して 高 密 度 で 宅 配 輸 送 す る手 法 を開 発 した。

　 ま ず ，収獲 し た L 型 ワ ム シ を 海 水 で 洗 浄 して 微 小 な
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